
http://www.geocities.jp/setsudokai/

No.39
平成 30 年 11 月 1 日

発行所 摂南大学土木会
〒572-8508 寝屋川市池田中町17-8
摂南大学理工学部都市環境工学教室内

TEL.072-839-9117
FAX.072-838-6599
印刷 アインズ株式会社

土木会会報

CONTENTS
■ 会長挨拶
　  「時代の変化と共に進化する摂大土木会」
　  　　　会 長　新田  耕司（摂大平成２年卒）
■ 学科長挨拶
　  「JABEE継続審査・そして新たな学科へ」
　  　　　都市環境工学科　教 授　片桐 信

■ 総会報告
■ 瀬良昌憲教授、八木俊策教授 退職を記念した祝賀会のご案内
■ 準会員（学生）向け 建設業界の紹介を開催しました（OB企業講演会）

■ ［摂南大学土木会］平成29年度 決算書・平成30年度 予算書

■「都市環境システム工学科 建築士プログラム」
　  （一級建築士受験資格）認定条件

■ 研究室だより
■ 教室だより

■ 2018年度就職状況

■ 近況報告

■ 卒業生特集　
　  貢献する土木技術

■ 同窓会報告

■ 技術士会だより
■ 事務スタッフ紹介

■ 在学生特集
　  テーマ「成長したこと・させたいこと」

この印刷物は、有害な廃液を排出しない水なし印刷を採用しています。また、大豆油インキを包含した
植物油インキと適切に管理された森林の木材を利用した FSC認証用紙を使用しています。

農学部校舎

１号館３階
（都市環境工学科研究室廊下）

学長表彰前の風景



　

大
阪
北
部
地
震
、

平
成
30
年
7
月
豪

雨
、
台
風
21
号
、

北
海
道
胆
振
東
部

地
震
、
台
風
24
号

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

摂
南
大
学
土
木
会
会
員
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
各
方
面
で
益
々
ご
活
躍
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

本
学
土
木
会
は
、
高
専
時
代
の
昭
和
39
年

に
発
足
さ
れ
、
本
年
平
成
30
年
を
も
っ
て
、

55
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
諸
先
輩
方
を
は
じ
め
、
大

学
先
生
方
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、

そ
のD

N
A

を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
在

学
生
や
卒
業
生
の
た
め
に
、
さ
ら
に
活
発

化
・
機
能
化
さ
せ
る
こ
と
に
邁
進
す
る
次
第

で
す
。

　

さ
て
、
巷
で
は
、「
平
成
最
後
の
…
」と
い

う
言
い
回
し
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
我
々
は
、

「
激
動
の
昭
和
」と
聞
か
さ
れ
、
悲
惨
な
太
平

洋
戦
争
を
反
省
し
、
戦
後
の
目
を
見
張
る
い

わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
経
済
大
国
と

な
っ
た
我
が
国
を
誇
り
に
思
い
、
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
使
命
感
を
持
ち
社
会
貢
献
を
続
け

て
い
ま
す
。

　
「
昭
和
」は
、
私
が
大
学
2
年
生
の
冬
に
突

然
幕
を
閉
じ
ま
し
た
が
、
改
元
に
つ
い
て
無

関
心
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
当
時
無
関

心
だ
っ
た「
平
成
」を
現
時
点
で
振
り
返
る
と
、

様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
湾
岸
戦
争
、

無
差
別
テ
ロ
等
の
事
件
が
あ
り
、
震
災
、
豪

雨
、
台
風
等
の
想
定
外
で
未
曽
有
の
自
然
災

害
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
、
自
然
災

害
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
外
力
に
耐
え
得
る

は
ず
だ
っ
た
土
木
施
設
が
も
ろ
く
も
崩
れ
る

状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
国
土
強
靭
化
と

は
何
か
、
持
続
可
能
性
と
は
何
か
と
一
土
木

技
術
者
と
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
7
年
か
ら
始
ま
っ
た
12
月
恒
例
の

「
今
年
の
漢
字
」を
順
に
挙
げ
る
と
、「
震
」

「
食
」「
倒
」「
毒
」「
末
」「
金
」「
戦
」「
帰
」「
虎
」

「
災
」「
愛
」「
命
」「
偽
」「
変
」「
新
」「
暑
」「
絆
」

「
金
」「
輪
」「
税
」「
安
」「
金
」「
北
」で
、
悲
喜
こ

も
ご
も
の
一
字
が
並
び
ま
す
。
平
成
後
の
新

元
号
は
、
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
喜

ば
し
い
一
字
が
並
ぶ
こ
と
を
誰
も
が
願
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
我
々
土

木
技
術
者
は
、
技
術
力
や
人
間
力
を
日
夜
研

鑽
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
学
土
木
会
が
さ
ら
に
発
展
し
、
進
化
し

な
が
ら
社
会
貢
献
の
一
翼
を
担
う
技
術
者
集

団
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
今
ま
で
以
上
の

皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

摂
南
大
学
土
木

会
会
員
の
皆
様
。

平
素
は
、
学
科
の

運
営
・
教
育
に
ご

理
解
頂
き
、
ま
た

多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
度
４
月
よ
り
学
科
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
浅
学
非
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
都
市
環
境
工
学
科
の
発
展
と
学
生
諸

君
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

学
科
の
状
況
で
す
が
、
就
職
状
況
は
極
め

て
良
好
で
、
昨
年
度
の
就
職
率
は
大
学
院
進

学
者
も
含
め
て
1
0
0
％
で
あ
り
ま
し
た
。

本
年
度
も
、
８
月
中
旬
の
時
点
で
、
内
定
・

決
定
率
が
79
・
1
％
と
極
め
て
順
調
に
推
移

し
て
お
り
、
今
後
は
、
公
務
員
志
望
の
学
生

が
確
定
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
近

年
で
は
大
学
院
へ
の
進
学
を
、
学
生
諸
君
に

強
く
勧
め
て
お
り
ま
す
が
、
大
学
院
進
学
者

は
既
に
5
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
り
一

層
の
大
学
院
教
育
の
強
化
を
、
推
し
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
は
J
A
B
E
E
継
続
審
査

（
2
回
目
）の
年
度
と
り
ま
す
。
J
A
B
E
E

責
任
者
の
熊
谷
教
授
を
中
心
に
、
自
己
点
検

書
と
添
付
資
料
の
作
成
・
提
出
を
終
え
、
11

月
の
実
地
審
査
に
向
け
て
詰
め
の
段
階
へ
と

入
っ
て
お
り
ま
す
。
J
A
B
E
E
認
証
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
活
か
し
て
、
社
会
が

求
め
る
優
秀
な
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
で

す
。
し
か
し
、要
求
さ
れ
る
人
材
像
は
、刻
々

と
変
化
し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
従
来
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ

ザ
イ
ン
能
力
に
加
え
て
、
民
族
や
価
値
観
の

多
様
性
を
理
解
す
る
力
と
、
異
分
野
の
人
材

と
共
同
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
達
成
し
て
い
く

能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
学
科
で
毎
年
行
っ
て
い
る
企
業
訪
問
の

際
に
、
人
事
担
当
者
か
ら
頂
く
コ
メ
ン
ト
と

も
合
致
し
て
い
ま
す
。
従
前
の
古
典
的
学
問

を
講
義
す
れ
ば
良
い
と
い
う
大
学
教
授
像
か

ら
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
変
化
し
た
教
育
能
力
な

ら
び
に
教
育
シ
ス
テ
ム
・
環
境
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
の
要
請
に
応
じ
て
、
建
学

の
精
神
に
も
あ
る「
専
門
職
業
人
の
育
成
」

に
、
学
科
全
体
と
し
て
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
摂
南
大
学
土
木
会
の
皆

様
の
ご
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

時
代
の
変
化
と
共
に
進
化
す
る
摂
大
土
木
会

会 

長
　
新
田  

耕
司（
摂
大
平
成
２
年
卒
）中
央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

会
長
挨
拶

J
A
B
E
E
継
続
審
査
・
そ
し
て
新
た
な
学
科
へ

都
市
環
境
工
学
科
　
教 

授
　
片
桐 

信

学
科
長
挨
拶
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瀬良昌憲教授、八木俊策教授
退職を記念した祝賀会のご案内

　摂南大学において教鞭をとってこられました瀬良
昌憲教授、八木俊策教授が、来年（2019年）₃月31日
をもちまして退職されることになりました。つきま
しては、下記のとおり先生を囲んだ祝賀会が開催さ
れますので、ご案内申し上げます。
　ご多用中のところ誠に恐れ入りますが、卒業生や
先生と親交の深い方々をはじめ皆様のご来臨をお待
ちしております。

～＊ 祝賀会 ＊～
日時：2019年3月23日（土） PM（予定）
会場：摂南大学

詳細につきましては、当学科のHP（http://www.setsunan.
ac.jp/civ/）でご確認ください。（2019年₁月頃掲載
予定）
問い合わせ先： 摂南大学理工学部

都市環境工学科　石田 裕子
TEL：072-839-9125
E-mail：ishida＠civ.setsunan.ac.jp

準会員（学生）向け 建設業界の紹介を
開催しました（OB企業講演会）

　これから就職活動を開始する学生へ向けて、10月
20日（土）に摂南大学寝屋川キャンパスにおいて建設
業界の紹介を行いました。
　発注・コンサル・施工・環境関係に従事している学
科卒業生の先輩方に、業界の紹介（仕事内容）、求め
ている人材像、仕事のやりがい、仕事に取り組んで
いく中で大事なこと、学生時代の過ごし方、資格等
について分かりやすく紹介をしていただきました。
　学生から質問が出るなどこれから始まる就職活動
を意識して集中して聞き入っていました。

総会報告
平成29年度通常総会開催される

 代表幹事　中土井 敬史
　平成29年度の特別講演会と土木会総会が平成29年11
月25日（土）午後₃時より、摂南大学寝屋川キャンパス
において、多数の出席者の中で開催されました。
　特別講演会は、摂南大学理工学部都市環境工学科の
教授 片桐 信先生による『熊本地震における上下水道管
路の被害調査』と題するご講演で、熊本地震で損傷を
受けたライフラインについて事例を交えてわかりやす
く説明頂き、人々の生活に欠かすことのできないライ
フラインをどう守っていくのかなどをご講演頂きまし
た。まことにありがとうございました。この場を借り
て心より御礼申し上げます。
　総会は、新田会長（摂大平成₂年卒）の挨拶に始まり、
役員の坂本圭氏（摂大10年卒）の司会で、青木葉　隆典
氏（摂大昭和62年卒）を議長団に選出し、平成28年度事
業報告・決算報告および平成29年度事業計画・予算案
について審議され、それぞれ原案どおり承認されました。
　総会に引き続いて、懇親パーティーを摂南大学寝屋川
キャンパス11号館スカイラウンジにおいて、摂南大学理
工学部長の川野常夫先生や摂南大学理工学部都市環境
工学科学科長の瀬良昌憲先生のご臨席を賜り、役員の
坂本圭氏（摂大10年卒）の司会で盛大に開催されました。
　ご来賓の各先生方、各卒業生会代表から土木会に対
して、ご祝辞と激励のお言葉を頂戴いたしました。
　会員相互の親睦を深め、終始和やかな雰囲気の中、
元教員であられます井上治先生の万歳三唱をもって、
次回（平成31年）の再会を誓って閉会いたしました。
 （西日本旅客鉄道（株） 摂大平成₇年卒）
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［摂南大学土木会］ 平成29年度 決算書・平成30年度 予算書

表1　平成29年度決算
収　入　の　部 支　出　の　部

科　　目 予　算 決　算 科　　目 予　算 決　算
前年度繰越金　　　　 614,952 614,952 事務費等　　　 140,000 36,057
正会員入会金 600,000 600,000 名簿追加修正費 30,000 33,670
広告料（延べ18社） 360,000 400,000 会報発行費 800,000 751,954
預金利息 500 23 同窓会補助 30,000 20,000
名簿売上 3,000 0 役員会・評議員会費 100,000 0
特別積立金より繰入 200,000 200,000 総会費 400,000 134,942
寄付金 0 122,000 特別講演会（2人分） 100,000 50,000

慶弔費・見舞金 70,000 60,869
雑費 30,000 1,080
予備費 78,452 848,403

合計金額 1,778,452 1,936,975 合計金額 1,778,452 1,936,975
▲平成30年４月１日現在 特別積立金390万円
表2　平成30年度予算（案）　4月1日から3月31日

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　　目 予　算 科　　　目 予　算

前年度繰越金　　　　 848,403 事務費等　　　 140,000
正会員入会金（69名）予定 690,000 名簿追加修正費 30,000
広告料（22社） 440,000 会報発行費 800,000
預金利息 300 同窓会補助 30,000

役員会・評議員会費 100,000
慶弔費・見舞金 70,000
雑費 30,000
予備費 778,703

合計金額 1,978,703 合計金額 1,978,703
▲平成30年４月１日現在 特別積立金390万円
表2-1　平成30年度上期予算（案）　4月1日から9月30日

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　　目 予　算 科　　　目 予　算

前年度繰越金　　　　 848,403 事務費等　　　 70,000
正会員入会金（69名）予定 690,000 同窓会補助 10,000
預金利息 150 役員会・評議員会費 50,000

慶弔費・見舞金 30,000
雑費 30,000
予備費 1,348,553

合計金額 1,538,553 合計金額 1,538,553
▲平成30年４月１日現在 特別積立金390万円
表2-2　平成30年度予算（案）　H30.10月1日からH31.9月30日

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　　目 予　算 科　　　目 予　算

上半期繰越金　　　　 1,348,553 事務費等　　　 140,000
正会員入会金（60名） 600,000 会報発行費 800,000
広告料（22社）　　　　　　　 440,000 同窓会補助 30,000
預金利息 300 役員会・評議員会費 100,000

慶弔費・見舞金 70,000
雑費 30,000
名簿追加修正費 30,000
予備費 1,188,853

合計金額 2,388,853 合計金額 2,388,853
▲平成30年４月１日現在 特別積立金390万円

　平成29年度決算は表１のとおりであり、監査を経て、平成30年９月の臨時総会で収支とも相違ないこと
が認められた。また、平成30年度予算案は規約変更が決議されたことから、表2-1、表2-2に示す通りである。
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「都市環境システム工学科 建築士プログラム」（一級建築士受験資格）認定条件※1

入学年
（西暦）

入学年
（平成） 学科 「建築士プログラム」認定の条件

2002 14

都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
工
学
科

平成20年度開講の「建築製図」又は平成21年度から開講の「建築設計製図Ⅰ」を
科目履修生として単位取得する※2。又は同等の科目を他大学で履修して単位取
得する※3。

2003 15
2004 16
2005 17 平成20年度開講の「建築製図」を単位取得して卒業する。

又は卒業後に「建築設計製図Ⅰ」（平成21年度から開講）を科目履修生として単
位取得する※2。もしくは同等の科目を他大学で科目履修して単位取得する※3。2006 18

2007 19 平成21年度から開講の「建築設計製図Ⅰ」を単位取得して卒業する。
又は卒業後に「建築設計製図Ⅰ」を科目履修生として単位取得する※2。もしくは
同等の科目を他大学で科目履修して単位取得する※3。2008 20

2009以降 21以降 認定されない。※4

※1： 一級建築士受験を目指す「建築士プログラム」認定の条件です。卒業後に、建築に関して2年以上の実務経験を経て一級建築士試験
の受験資格が得られます。二級建築士は、卒業後に1年以上の実務経験を経て受験できます。この場合、「建築士プログラム」認定
の必要はありません。また、二級建築士合格後、4年以上の実務経験を経て一級建築士が受験できます。

※2： 卒業後に対象科目の単位修得を行った場合も実務経験の起算日は卒業時となりました。なお科目履修の手続きについては教務課に
問い合わせください。

※3： 卒業後に対象科目の単位を他大学で取得した場合でも一級建築士の受験資格が得られるようになりました。詳しい条件等について
は教務課又は（財）建築技術教育普及センターに問い合わせてください。

※4： 2009年度入学生（2010年度以降は都市環境工学科）からは新建築士法が適用されます。「建築士プログラム」は認定されませんが、
新建築士法の規定により、指定科目の履修と所定の実務経験から二級建築士の受験資格が得られます。
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教 室 だ よ り

研 究 室 だ よ り

　今年度、都市環境工学科には、１年次80名（８名）、２年次
89名（10名）、３年次62名（３名）、４年次65名（７名）で合計
296名（28名）の学生が学んでいます。なお、括弧内の数値は
女子学生を示します。大学院の社会開発工学専攻における学
科出身者は、１年次７名、２年次３名です。片桐 信 教授が
学科長として学科運営に当たり、教職員は専任10名、非常勤
30名、事務スタッフ３名の陣容で教育・研究の指導を行って
います。
　学科の専門科目で、都市環境基礎ゼミⅡの中で、「P-1グラ
ンプリ」というコンテスト形式の授業を展開しています。ペー
パーを用いて製作する橋梁模型の強度コンテスト（構造部門）
および工夫点をアピールするプレゼン審査（プレゼン部門）を
実施しています。2017年度 P-1グランプリは、2018年１月
20日に実施しました。その中で種々の模型で新しい発想が見
られ、個性的なモデルが増えてきている。学生の様子を見ると、
参加意欲も比例して上昇しているのではないかと考えられる。
構造部門の優勝は熊谷ゼミ、準優勝は石田ゼミとなり、プレ
ゼン部門の優勝は伊藤ゼミ、準優勝は片桐ゼミとなりました。

　学科主催の行事として、2017年10月11日に実施した講演
会および現場見学会について報告させていただきます。講演
会では、１年生向けには、（一社）建設コンサルタンツ協会

（JCCA）のご協力を得て、建設コンサルタントの役割や業務

内容などについてご講演いただき、3年生向けには、大阪府都
市整備部の方のご協力を得て、土木系公務員の職務、土木全
般の維持管理についてご講演いただきました。最後に、質疑
応答の時間があり、学生たちは積極的に質問しておりました。
　現場見学会は、１年生は２箇所（①人と防災未来センター、
②琵琶湖疏水記念館）に、３年生は３箇所（①阪神高速道路大
和川線常盤工区、②NEXCO総研緑化技術センター、③JR東
海 道 線 支 線 地 下
化・新駅設置事業
にわかれて現場を
見学しました。参
加した学生は、建
設現場の魅力や土
木技術者の役割を
肌で感じているよ
うでした。また、
摂土会を通じて、
JR東海道線支線地
下化・新駅設置事
業（案内：西日本旅
客鉄道株式会社　
近畿統括本部　施
設課　土木協議　
中土井敬史様）の
見学先をご紹介い
ただきました。こ
の紙面をお借りし
て、心より厚くお
礼申し上げます。

　1996年に、日本道路公団（現：NEXCO）から本学に着任し
て、環境地盤研究室を立ち上げて23年目になります。この間、
219名の学部生、18名の修士、１名の博士の学生が巣立って
行きました。研究室ではテーマごとに、凍結班、地盤改良班、
蓄熱班、屋上緑化班、グラウンド班などにグループ化して、
主に実験的に取組んできました。
　これらのテーマの中で一貫して取り組んできたものは土の
凍結に関するテーマです。世界の凍結を扱う研究室では最も
南に位置する研究室です。含水状態の細かい土が凍結する時、
間隙水は一瞬で凍るのでなく、土粒子から離れた箇所から少
しずつ凍り、その状態を観測することで未凍結土や凍結融解
土の工学的性質を明らかにすることを目標としています。な
お、気心の知れた学会の友人からは、凍結にこだわる研究姿
勢（そう見えるらしい）は損なので、道路建設等の企業受けす
るテーマにシフトして、たくさん研究費を集めてはどうかと
助言をいただいたこともあります。
　しかし、世間には評価して下さる機関もあり、科学技術研
究補助金、ゼネコン、専門工事会社の支援があり継続的に研

究することができました。2013年からは、福島第一原発の
凍土遮水壁関係のタスクフォース委員を任命されています。
また、汚染土壌の修復の研究では中国の研究者との交流、中
国の科学技術補助金の受給なども受けるようになりました。
　凍土の実験では、JIS規格ではなく、実験目的に合わせて独
自に設計製作した装置を使います。研究内容は開発を目的と
していますが、必ず、そのメカニズムの解明を前提としてい
るので、卒研生の研究でも博士論文レベルの内容を含んでい
ます。しかし、残念なことですが、研究の価値を少し理解で
きるようになる頃には卒業となります。
　また、学生時代から取り組んできたプラスチックボードド
レーンの研究では、現場観測においてボード内の水流を世界
で初めて直接測定すること
ができました。
　このように、独創性、二
番煎じはしないこと、諦め
ずに続けることをモットー
に今後とも研究を続けたい
と思います。

都市環境工学科　准教授　田中 賢太郎

環境地盤研究室　教授　伊藤 譲

NEXCO総研緑化技術センター（３年生）

JR東海道線支線地下化・新駅設置事業（３年生）

阪神高速道路大和川線常盤工区（３年生）
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本
年
度
の
就
職
状
況
は
、
2
0
1
8
年
８
月
10
日（
金
）

現
在
で
学
部
４
年
生
64
名
、
大
学
院
２
年
生
３
名
の
計
67

名
の
う
ち
内
定
／
確
定
率
が
79
・
1
%
、
内
定
率
だ
け
み

る
と
82
・
1
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、ゼ
ネ
コ
ン
・

専
門
工
事
会
社
が
29
名
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
８
名
、
大
学

院
進
学
５
名
、
公
務
員
１
名
、
鉄
道
１
名
、
舗
装
会
社
１

名
、
不
動
産
業
２
名
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
１
名
、
設
備
会
社

１
名
、そ
の
他
４
名
で
す
。
一
方
、未
内
定
者
の
内
訳
は
、

公
務
員
志
望：
９
名
、
民
間（
活
動
中
、
異
業
種
含
む
）：

５
名
と
い
っ
た
状
態
で
す
。

　

建
設
分
野
に
お
い
て
は
団
塊
の
世
代
の
方
々
の
定
年

ラ
ッ
シ
ュ
が
終
わ
り
を
迎
え
た
も
の
の
、
30
歳
代
〜
40
歳

代
前
半
の
技
術
者
が
足
り
て
い
な
い
な
か
で
2
0
2
0
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
需
要
、
イ
ン

フ
ラ
の
更
新
・
修
繕
の
増
加
な
ど
が
あ
り
、
就
職
戦
線
の

「
超
売
り
手
市
場
」が
形
成
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
昨
年
12
月

か
ら
企
業
の
人
事
担
当
者
の
方
々
や
、
卒
業
生
の
み
な
さ

ま
の
来
校
が
相
次
ぎ
、
就
職
担
当
と
し
て
交
換
し
た
名
刺

の
数
は
2
0
0
枚
を
超
え
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
達
の
体
験

談
を
聞
く
と
、見
学
会
・
1
d
a
y
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・

説
明
会
に
か
か
る
交
通
費
の
全
額
支
給
や
採
用
試
験
前
後

の
食
事
の
お
誘
い
な
ど
、
バ
ブ
ル
期
を
思
い
起
こ
さ
せ
る

よ
う
な
話
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
、
異
常
さ
を
感
じ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
人
材
の
育
成
に
注
力
す

る
企
業
も
着
実
に
多
く
な
っ
て
お
り
、
職
場
環
境
の
改
善

を
も
っ
て
離
職
率
の
低
下
を
目
指
す
と
と
も
に
、
技
術
者

を
如
何
に
育
て
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
感
服
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
人
材
不
足
の
問
題
は
、
地
方
自
治
体
、
特

に
市
に
お
い
て
も
生
じ
て
い
る
模
様
で
す
。
大
学
周
辺
の

約
10
の
市
か
ら
も
卒
業
生
の
方
と
と
も
に
人
事
担
当
者
の

方
が
来
校
し
、
説
明
会
・
現
場
見
学
会
・
採
用
試
験
を

P
R
さ
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
多
く
の
自
治
体
で
新
卒
の

受
験
可
能
年
齢
を
35
歳
ま
で
上
げ
て
い
ま
す
が
、
異
口
同

音
に
人
が
足
り
な
い
、
受
験
す
る
人
が
少
な
い
、
と
い
っ

た
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
他
方
で
は
、
こ
の
夏
に
は
す
で
に
来
年
度
に
向
け
た
動

き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
・
地
方
自
治
体
か
ら

は
多
数
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
見
学
会
の
案
内
が
届
い

て
お
り
、
現
３
年
生
や
大
学
院
１
年
生
は
夏
休
み
中
に
多

く
の
経
験
を
積
ん
で
く
る
よ
う
で
す
。
来
年
度
も「
超
売

り
手
市
場
」が
続
く
よ
う
な
勢
い
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、個
々
の
苦
労
や
悩
み
は
あ
る
も
の
の
、

総
じ
て
言
え
ば
学
生
側
が
た
い
へ
ん
恵
ま
れ
た
時
代
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
狂
騒
的
な「
就
職
活
動
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
は
社
会
へ
の
ほ
ん
の
入
り
口
で
の
出
来

事
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
特
に
技
術
に
関
係
す
る
仕
事
を
生
業

と
し
よ
う
と
す
る
学
生
さ
ん
に
は
、
今
後
も
不
断
の
努
力

が
必
要
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、「
働
き
方
改

革
」の
下
で
長
時
間
労
働
を
避
け
る
流
れ
が
で
き
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
と
も
す
れ
ば
若
い
社
員
が
社
内
で
学
ぶ
機
会

を
失
う
面
も
で
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必

要
で
す
。
今
か
ら
採
用
さ
れ
る
世
代
は
早
い
時
期
に
責
任

あ
る
仕
事
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
個
人

的
・
社
内
的
な
努
力
に
加
え
て
、
業
界
を
挙
げ
て
の
人
材

育
成
の
環
境
・
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

2018年度就職状況

人材難と人材育成 ～2018年度の就職状況から～ 都市環境工学科　教授　熊谷 樹一郎
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近　況　報　告
摂南大学　名誉教授　道廣　一利

　退職してはや４年半が経とうとしております。退職記念会
では多くの卒業生にお会いすることができ、この上ない思い
出となりました。この紙面をお借りして御礼申し上げます。
　退職後に是非とも実行したいことが三つあったのですが、
その一つが、現在64カ国を訪問しており、是非とも65カ国
目をと計画をたてていたのですが、なにぶんにも訪問しよう
としていた国は日本から20時間以上のフライトでしかも治
安が悪く、予防接種が必要なところで家族の反対や体力的な
ことを考慮し断念いたしました。それではと急遽国内旅行へ
と切り替え、「フーテンの寅さん」風に最終目的地だけを決め、
道中は適当な所で宿をとるといった行程１週間ほどの年２回
の旅です。これには自分なりのルールを設けており、①一人
旅②安宿③ご当地の代表的な名酒・料理をいただく④有料道
路を使わない(淡路島・四国へはやむを得ず使用)⑤寺社仏閣
や道の駅には立ち寄るといった具合です。このようにして訪
問した都市は、西は山口県、東は静岡県、北は新潟県、南は
高知県などです。今まで知らなかった良き日本を肌で感じる
ことができ、健康と相談しながら今後も続けていこうと考え
ています(勿論、家族旅行も２～３ヶ月に一度は実施。つい
先日の7/30～8/1にも小豆島・淡路島へ)。普段は映画鑑賞
(相当な数のビデオを見ました)などで時を過ごしています。
遊びばかりではなく、炊事・洗濯・掃除・買い物・ごみ出し
andアッシー君なども日常的に行っています。

　社会的な活動としては在職当時から引き継いでいる４つの
委員会と退職後技術顧問としてお世話になっている川崎地質
(株)関連で、東京へは月１～２度出かけています。なにぶん
にも時間は十分過ぎるほどありますのでジパング利用の「ひ
かり」です。突発的な活動としては、平成26年度８月豪雨に
よる広島の土砂災害、平成28年４月の熊本地震・10月鳥取
中部地震、平成30年７月の西日本大豪雨における土砂災害
などで調査団の一員として参加しております。記憶にも新し
い西日本大豪雨での被災地である広島県安芸区・愛媛県宇和
島市に出張し、つい先日報告書を提出したところです。広島
からの帰りに郷里である倉敷に立ち寄り、真備町の悲惨な現
状を目の当たりにした時は言葉も出ないほど心を痛めました。
これに追い打ちをかけるように東から西へと進路を取り九州
を南下した従来の台風とは逆行するような台風12号が発生
し被災地を直撃しましたが、大事には至らず安堵いたしまし
た。異常気象の原因としては、地球温暖化、ブロッキング、
テレコネクション、森林破壊等々が複合した結果と言われて
いますが、少なくとも災害の完全防止は無理としても早急な
軽減策の実施を望むばかりです。
　最後になりますが、摂土会の益々のご発展と皆様方のご健
康とご多幸をお祈りし、再びお目にかかれる日を楽しみにし
ながら筆を置くことにします。
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特 集 記 事  貢献する土木技術
兵
庫
県
赤
穂
市
役
所
の
O
B
近
況
報
告

　

赤
穂
市
役
所

 

大
黒 

武
憲（
摂
大
昭
和
₆₃
年
卒
）平
成
３
年
４
月
入
庁

 

小
川 

尚
生（
摂
大
昭
和
₆₃
年
卒
）平
成
２
年
₁₂
月
入
庁

 

畑
中 

教
秀（
摂
大
平
成
₁₀
年
卒
）平
成
₁₃
年
４
月
入
庁

 

荒
木 

亨
　（
摂
大
平
成
₂₂
年
卒
）平
成
₂₂
年
４
月
入
庁

　

赤
穂
市
役
所
に
在
職
す
る
摂
大
卒
業
生
4
名
の
近
況
報

告
を
い
た
し
ま
す
。

　

赤
穂
市
は
、
兵
庫
県
の
南
西
部
、
岡
山
県
と
の
県
境
に

位
置
し
、
ま
ち
の
中
央
を
流
れ
る
名
水
百
選
に
選
ば
れ
た

清
流
千
種
川
や
温
暖
な
瀬
戸
内
気
候
等
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、自
然
と
歴
史
・

文
化
が
融
合
し
た
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
行
政
の
土
木
技
術
職
員
の
仕
事
は
、
道
路
・
河
川
・
区
画
整
理
・
上
下
水

等
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
空
間
を
整
備
す
る
事
業
が
主
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最

近
で
は
橋
梁
等
の
各
種
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
大
型
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪

雨
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
へ
の
防
災
対
策
等
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
よ
り
安
全
・
安
心
に
生
活
で
き
る
よ
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
通
し
て
、
様
々
な
部
署
に
所
属
す
る
摂
大
卒
業

生
が
新
た
に
入
庁
し
た
後
輩（
摂
大
卒
業
生
）を
い
ち
早
く
一
人
前
の
土
木
技
術
者

に
な
る
よ
う
、
や
さ
し
く
丁
寧
に
か
つ
分
か
り
や
す
く
指
導
す
る
こ
と
を
心
掛
け

て
お
り
、
現
在
で
は
、
卒
業
生
4
名
が
赤
穂
市
政
発
展
に
向
け
、
互
い
に
意
見
を

出
し
合
い
、
共
に
力
を
あ
わ
せ
、
時
に
は
叱
咤
激
励
し
な
が
ら
職
務
を
遂
行
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
穂
市
役
所
に
在
職
す
る
他
の
学
部
の
摂
大
卒
業
生
も
含
め
て
、
摂
大

O
B
会
を
結
成
し
、
定
期
的
に
夜
の
会
合（
飲
み
会
）を
開
催
し
て
親
交
を
深
め
、

非
常
に
良
い
人
間
関
係
を
築
い
て
お
り
、
摂
大
卒
業
生
で
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

い
な
が
ら
日
々
業
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

公
務
員
は
い
ま
風
当
た
り
の
厳
し
い
職
種
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
昨
今
の
就
職

バ
ブ
ル
を
迎
え
、
赤
穂
市
に
お
け
る
土
木
技
術
職
員
の
募
集
に
は
希
望
者
が
ほ
と

ん
ど
お
ら
ず
、
再
募
集
や
募
集
時
期
を
ず
ら
す
等
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

土
木
技
術
職
員
確
保
は
本
市
に
お
い
て
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

私
た
ち
卒
業
生
4
名
と
一
緒
に
赤
穂
市
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
力
溢
れ
る
摂
大
生

（
新
卒
・
既
卒
は
問
い
ま
せ
ん
！
）と
今
後
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

入
社
し
て
経
験
し
た
こ
と

　

㈱
鴻
池
組

 

松
村 

恵
佑（
摂
大
平
成
₂₆
年
卒
）

　

私
は
、
平
成
26
年
３
月
に
摂
南
大
学
を
卒
業
し
、

同
年
４
月
に
株
式
会
社
鴻
池
組
に
入
社
し
ま
し
た
。

入
社
後
４
年
経
過
し
ま
し
た
が
、
入
社
し
て
経
験
し

た
こ
と
を
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

弊
社
は
大
阪
に
基
盤
を
置
く
ゼ
ネ
コ
ン
で
あ
り
、
土
木
工
事
だ
と
道
路
・
鉄

道
・
環
境
浄
化
・
保
全
・
ダ
ム
・
河
川
な
ど
幅
広
い
分
野
で
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
年
目
は
、
首
都
圏
の
大
動
脈
の
一
つ
で
あ
る
東
京
外
環
自
動
車
道
の
千

葉
区
間
の
建
設
に
現
場
監
督
と
し
て
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。地
下
15
ｍ
に
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
構
造
物
を
構
築
す
る
工
事
で
し
た
。

　

当
初
は
、
現
場
で
の
聞
き
覚
え
の
な
い
言
葉
が
多
く
理
解
出
来
な
い
為
、

先
輩
上
司
や
協
力
業
者
の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。
徐
々

に
出
来
る
こ
と
も
増
え
、
現
場
で
測
量
や
墨
出
し
と
い
う
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
鉄
筋
と
型
枠
が
組
ま
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
込
み
、
構
造
物

が
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
構
造
物
を
見
て
大
変
感
動

し
、
こ
こ
を
将
来
、
車
が
通
る
と
思
う
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

　

２
年
目
か
ら
現
在
は
、
地
下
に
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
を
築
造
す
る
工
事
に

従
事
し
て
い
ま
す
。
日
々
、
工
程
表
の
作
成
か
ら
業
者
の
手
配
、
施
工
計
画

及
び
安
全
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

土
木
施
工
管
理
の
仕
事
は
１
／
１
０
０
サ
イ
ズ
の
設
計
図
を
実
物
大
で
再

現
す
る
こ
と
が
仕
事
で
す
。

　

組
み
立
て
方
の
説
明
書
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
施
工
方
法
の
立
案

か
ら
行
い
、同
じ
構
造
物
を
つ
く
る
の
に
十
人
十
色
の
や
り
方
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
為
、
１
つ
の
構
造
物
を
施
工
す
る
た
め
に
綿
密
に
検
討
を
行
い
、
自
分

で
考
え
た
施
工
計
画
を
発
注
者
に
説
明
し
、
納
得
し
て
頂
い
た
時
は
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
。

　

工
事
を
進
め
る
上
で
、
時
に
は
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
、
今
ま
で

の
知
識
を
生
か
し
、
い
か
に
早
く
解
決
し
、
工
程
通
り
に
工
事
が
進
む
よ
う

に
調
整
を
図
る
こ
と
も
仕
事
の
醍
醐
味
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
り
、
生
涯
残
る
も

の
を
つ
く
る
事
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
仕
事
の
魅
力
で
す
。
そ
し
て
、
大
変

な
思
い
を
し
た
工
事
ほ
ど
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
が
好
き
な
摂
大
生
に
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

土
木
と
い
う
仕
事

　

中
央
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
大
阪
支
店 

設
計
部

 

黒
田 

佳
郎（
摂
大
平
成
₂₇
年
卒
）

　

私
は
、
平
成
27
年
3
月
に

摂
南
大
学
を
卒
業
し
、
同
年

4
月
に
中
央
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
に
入
社
し
て
今
年
で
4
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
弊
社
は
、
土
木
総
合
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
土
木
事
業
に
対
し
て
、
企
画
、
調
査
、

計
画
、
設
計
を
通
じ
て
社
会
資
本
整
備
に
貢
献
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
私
は
、
入
社
時
よ
り
橋
梁

の
補
修
・
補
強
設
計
、
点
検
の
仕
事
に
主
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

土
木
構
造
物
は
、
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
な
く
、

建
設
地
の
立
地
条
件
等
に
応
じ
て
、
知
恵
を
絞
る
こ

と
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
検
討
を
す
る
際
に
、

私
が
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は「
誰
の
た
め
に
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
？
自
分
の
橋
な
ら
、
ど
う
す
る
？
」と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
私
が
上
司
に
よ
く
言
わ

れ
て
い
る
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。
小
手
先
の
意
匠
を

付
け
足
す
の
で
は
な
く
、
細
部
を
追
求
し
利
用
者
目

線
を
忘
れ
ず
、
最
適
な
提
案
を
行
い
ベ
ス
ト
な
仕
事

を
す
る
。
私
は
、ま
だ
ま
だ
自
己
研
鑽
の
途
上
で
す
が
、

ベ
ス
ト
な
提
案
・
仕
事
を
追
及
し
て
い
ま
す
。

　

土
木
と
い
う
仕
事
へ
向
け
ら
れ
る
目
は
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
土
木
は
素
晴
ら
し
い
仕

事
で
す
。
国
民
の
生
活
と
財
産
を
守
る
使
命
に
真
摯

に
向
き
合
い
、
陰
な
が
ら
国
民
生
活
を
支
え
る
こ
と

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
生
涯
向
き
合
う
こ
と
に

値
す
る
仕
事
だ
と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
い
う
仕
事
は
、
計
画
か
ら

設
計
、
維
持
管
理
ま
で
全
て
の
分
野
に
つ
い
て
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
、
無
限
の

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
土
木
を
若
い
力
で
、
一

緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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大阪工業高等専門学校土木工学科２期生 古希を祝う同窓会
 古川 忠彦（土木工学科２期生、昭和43年卒）

　平成29年の年の瀬も迫った12月29日（金）午後５時30分より常翔学園梅田キャンパス「OITタワー」最上階
の21階にある「リストランテ翔21」で土木工学科２期生（昭和43年卒業）の古希を祝う同窓会を開催いたしま
した。
　同窓会には２期生20名が出席致しました。さて出席予定の井上先生は前日来の風邪・発熱で残念ながらお
休みとなりました。そして又我々の担任・恩師の小豆島一男先生は一昨年お亡くなりになっておられました。
そんな中、幸い奥様が先生の遺影を抱いて、唯一マドンナとして出席してくださいました。
　奥様は、我々の知らない先生の別の顔（画家・建築家）としての活躍をサラリとお話し下さいました。
　アメリカニューヨークの絵画で有名な展覧会で特選に選ばれた話でした。そして隠れたベストセラーで
ある「建築・パース・カラートレーニング」（アマゾンで現在も取扱い）の図書を３冊寄贈して下さいました。
　パースとは、建築の外観や室内を立体的に表現することで、今はやりのVR（仮想現実）の先駆けで図面な
どで分かりにくい全体のイメージを表現する方法です。
　奥様はあいさつのなか、先生にはたくさん教え子がいましたが、何時もあなた方の事を15歳で入学し、
とてもやんちゃで先生が困らせられた話、又進級問題で胃袋に穴があくほど悩まれていた事。等々
　しかしあの時が一番なつかしく楽しかったと主人からよく聞かされました。
　同窓会の話題は、以前の白浜温泉還暦同窓会からの10年間
の積もる話や孫の話等、時の流れを感じずにはおれませんで
した。
　最後はビンゴの余興でパースのプレゼントや提供された景
品で盛り上がり７時30分お開きとなりました。
　その後15名が２次会へと繰り出しそこでこれからも毎年集
まろうとなり忘れられない１日となりました。この度は、同
窓会費用の一部を摂南大学土木会から同窓会補助として、補
助金を受けました。ここに記して感謝いたします。

同 窓 会 報 告

昨年7月以降に寄付いただいた方を今号にてご紹介いたします。 （順不同）

江
　
原
　
光
　
治

（
昭
和
47
年
卒
）

大
　
島
　
正
　
樹

（
昭
和
42
年
卒
）

立
　
川
　
　
　
宏

（
昭
和
49
年
卒
）

目
　
良
　
　
　
敏

（
昭
和
47
年
卒
）

西
　
村
　
正
　
道

（
昭
和
62
年
卒
）

松
　
本
　
　
　
孝

（
昭
和
55
年
卒
）

梶
　
原
　
博
　
史

（
昭
和
47
年
卒
）

木
　
下
　
幸
　
佐

（
昭
和
57
年
卒
）

高
　
石
　
清
　
賢

（
昭
和
58
年
卒
）

田
　
中
　
昌
　
明

（
昭
和
48
年
卒
）

田
　
畑
　
豊
　
久

（
昭
和
42
年
卒
）

横
　
田
　
英
　
一

（
昭
和
58
年
卒
）

北
　
岸
　
公
　
男

（
昭
和
54
年
卒
）

門
　
倉
　
弘
　
延

（
平
成
29
年
卒
）

足
　
立
　
博
　
成

（
昭
和
50
年
卒
）

平
　
方
　
智
　
志

（
平
成
29
年
卒
）

橋
　
本
　
梯
　
造

（
昭
和
42
年
卒
）

日
下
部
　
博
　
之

（
昭
和
48
年
卒
）

林
　
　
　
義
　
宜

（
昭
和
60
年
卒
）

筒
　
井
　
憲
　
司

（
平
成
12
年
卒
）
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【本社】
〒102-8182 東京都千代田区九段北4-2-38
　TEL：03-3262-9181
　FAX：03-3262-9200

【大阪支店】
〒540-0012 大阪市中央区谷町1-3-27
　TEL：06-6942-1507
　FAX：06-6942-1500

技術士会だより 会長　木下 幸佐（摂大昭和57年卒）

　技術士会は、平成14年２月の発足以来17年目を迎えました。摂南大学
卒業生で技術士・技術士補の方を正会員とし、在校生で技術士第一次試験
合格者を準会員として構成し、会員数も74名（内技術士49名）となりました。
　技術士会では毎年総会を実施し、その折りには特別講演会を開催して
技術の研鑽に勤しんでおります。本年度は瑞宝双光章受賞者にご講演戴
けました。また年２回の会員相互の親睦会や、在学生に対する技術士第
一次試験受験セミナーの開催を行っております。
　また平成20年からは、大学技術士会連絡協議会のメンバーとして、大
学相互の技術士会の連携・啓発活動に参画しております。
　摂南大学卒業生の皆様方の中で、技術士および技術士補をお持ちの方
は是非、技術士会への入会をお願いします。技術士会のHPより連絡をお
願いします。会員相互の連携と親睦をはかり、微力ながら母校の発展に
尽力しましょう。

福岡 智子
　はじめまして、6月より都市環境
工学科で勤務しています福岡智子
と申します。
　私には、大阪府立大学工業高等専門学校の都市
環境コースを卒業した娘がおり、現在は尼崎市都
市環境整備局の土木部で道路整備担当として働い
ています。こちらで働くことになり、何か縁のよ
うなものを感じております。
　私はとにかく体を動かすことが好きで、学生時
代はバスケットボールをし、今は健康のためにラ
ンニングをしています。目標はホノルルマラソン
に出場することです。ジャンルは問わずスポーツ
観戦が好きなので、同じ趣味の方がいらっしゃっ
たら是非声をかけてください。
　学校事務という仕事は初めてなので、戸惑うこ
とも多く、準備室のみなさんや先生方にはご迷惑
をお掛けしており申し訳なく思っています。一日
も早く仕事を覚え、サポートできるよう頑張って
まいりますので、よろしくお願い致します。

事 務 ス タ ッ フ 紹 介

訃　　報

平成30年３月23日に永眠されました。
　尾崎　禎久 様（高専51年卒業）

謹んでご冥福をお祈りします。
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今ある時間を有効に

2年生　砂原　小波

　私は、将来のために今一番す
るべきこ

とはやはり勉強だと思います。
興味のあ

る科目なら土木に関係ないよう
な科目で

も取るようにしたり、空き時間
や通学時

間を利用して勉強したりしてい
ます。ま

た、将来どんな職業に就くと
しても資格は必要だと思うの

で、

TOEICやその他の土木関係の資
格の勉強もしたいと思っていま

す。

さらに、3年生になればインター
ンシップにも参加したいと考え

てい

ます。私は現在、構造設計の仕
事に就きたいと考えていますが

、イ

ンターンシップに参加し、より
社会人に近い経験を積むことで

、自

分が何に向いているのかを知っ
たり、自分のやりたいことが明

確に

なったりすると思っています。

　大学生は一番自由な時間があ
りますが、何もしなければ本当

にす

ぐに過ぎてしまうと思います。
だからこそ、今ある時間を有効

に活

用し、自分の描く将来のために
頑張りたいです。

将来のためにできることを
3年生　森　敬洋

　私は実家が建設業を営んでおり、土木に

ついて学ぶことができ資格も取れる都市環

境工学科に入学しました。将来的には実家

に戻り家業継承を思い描いているので、大

学にいる間に得ることのできるものは多く

得たいと考えております。そのために、これまで
2級土木施工管理技士

の学科試験に合格し、現在は経営についての知
識も得たいと思い、経

営学部のPBLプロジェクトという科目を履修し
ています。また、２級

建築士の受験資格を得るための時間割を組み、
土木だけでなく将来に

役立つ可能性のあることには積極的に取り組む
ようにして大学生活を

過ごしています。３年生になりこれまでの２年
間で学んできた理論を

使ったより実践的な授業内容になってきたので
、今までのことを思い

出しながら働き始めた時にスムーズに動けるよ
うにこれからの勉強を

大学に通わせてもらっていることに感謝しなが
ら学科の仲間とともに

頑張っていきたいと思っています。

　このページは、私たち大学院生が企画し作成したものです。ここでは、先生方やOB・OGだけでな
く学生や皆様のご家族にも親しみがもて、学科の在学生がどのように取り組んでいるかがわかるよう
な会報誌にしたいと考え、学生自身の考えや意見を主に掲載しています。現在、本学科には296名の
学生が在籍しています。摂南大学土木会の歴史は半世紀を超え、その中で、学生の考え方も変わって
きていることと思います。
　そこで、学生がどんな目標を持って大学生活を送っているのか，どのようなことを目的にどんな努
力をしているのかを皆様に知ってもらいたく、今回のテーマを「自分の描く将来のために」としました。
それぞれ将来を意識するような内容であり、目標に向かって積極的に取り組んでいるように感じました。
　最後に、このページの作成にご協力してくださった先生方やアンケートに答えてくださった学生の
皆様に、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

編集委員　M1 
後列の左から　塚本 光祐、田中 達大、山内 将之，山本 純平
前列の左から　野口 敦幾，北野 貴大，奥西 健斗

自分の描く将来のために

努力と諦めない心
1年生　宮本　夕也
　私は、自分の将来については、生きてい
く中で何が起こるか定かではないので、明
確には描けていません。そのことから、大
学では講義や課題に積極的に取り組み、些
細なことからでも行動を起こして様々な経験をすることが大切だと考えます。出来ないことがあった場合でも、出来るという気持ちと真剣に考え挑戦をすること、努力と諦めない心があれば描けていない未来も切り開かれて行くのではないかと思います。また、土木に関する講義などは念入りに学修していき、複雑化した都市環境にも対応できるように努力して、社会に出たときの為にも人間力は重要になると思うので、大学でのグループワークなどでコミュニケーション力を身につけて、何事にも動じず、諦めない心で様々な問題や課題を解決していき、実践的な技術を身につけた即戦力として活躍できる専門職業人を目指したいと思います。

努力の積み重ねを
4年生　亀田　祐希
　私は将来、国家公務員になりまちづくり
に携わることが目標です。そのために日々
の授業を大切にすることを心がけています。
私は都市計画に興味を持ち土木について基
礎から学ぶために摂南大学に入学しました。しかし、入学した当初は自分の目指す将来像などはそれほど明確ではなく、なんとなく公務員を目指そうかなくらいの気持ちでした。学年が上がるにつれて専門科目の授業が増え、業界のことや将来自分がやりたいことが見えてくると、都市計画の仕事をするために公務員を目指すという目標ができました。公務員試験の対策を始めると授業で出てきたような問題も多く、対策を始める前よりも日々の積み重ねの重要さを感じました。また、勉強しているとより知識を深めたいと思うようになり、大学院に進学することを決意しました。自らの意思でさらに勉強する道を選んだので、大学院で最大限学修して将来、社会に貢献したいと考えています。

編 集 後 記

今ある時間を有効に今ある時間を有効に 努力と諦めない心
充実し

た生活の中
で、私達はこんなことを考えています！
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